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令和 7 年度（下半期）地域における男女共同参画の推進について 
 
 市においては、「第 2 次 越前市男女共同参画プラン」が策定され、地域にお

ける男女共同参画の推進に関する項目として、自治振興会の女性役員の参画・

防災組織への女性の参画について、数値目標が設定されています。 
 
自治振興会の女性役員の参画については、令和 8 年度末までに 30.0％と数値

目標を設定しており、令和 7 年度の実績は 19.5％（会長・副会長・事務局長）

で、昨年度末の 20.2％より 0.7 ポイント減少しています。防災組織への女性の

参画については、令和 8 年度末までに 110 人と数値目標を設定しており、令和 7
年度の実績は 98 人で、昨年度末の 97 人より 1 人増加しました。 
  
 男女共同参画意識は、着実に醸成されてきています。しかし、第 2 次越前市

男女共同参画プラン市民意識調査において、固定的な性別役割分担意識がいま

だ根強く残っているという結果となっています。そのため、男女が互いに優れ

た個性を認め合い、その能力を最大限に発揮することのできる社会・地域をめ

ざすことが大切です。そして、全ての人が、職場で、学校で、地域で、家庭で、

各々の個性と能力を発揮できる一人ひとりの取組みが必要となります。 
 
こうしたなか、地域や企業・団体等において男女共同参画を進めるため、各

地区自治振興会等から、男女共同参画推進会議委員を委嘱し、各活動に取り組

んでいただいています。 
 
今年度の推進会議は、令和 7 年 7 月 24 日、12 月 19 日、令和 8 年 3 月 18 日

の計 3 回開催しました。下半期は、委員の活動報告を重要視しながら、積極的

に、委員のみなさまで意見交換を行う機会を設けました。2 回目の会議は、「ア

ンコンシャスバイアス」について、3 回目は「誰もが活躍できる社会」について

の意見交換を行いました。 
担当課として取り組んだ講演会やキャリアアップ講座・ライフスタイルセミ

ナー等についても、都度、報告しました。特に、男女共同参画講演会 2025 は、

12 月 20 日に「夫婦のトリセツ 〜 男女脳の違いで見えてくる本当の思いやり 
〜」と題し、黒川伊保子氏を招いて、約 80 名の方々に参加いただき、大変好評

の講演会となりました。 
 
男女共同参画のベースは、地域社会です。地域における男女共同参画を推進

するため、引き続きのご協力をお願いいたします。 
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下表は、推進会議委員を中心に各地区自治振興会等でコミュニティ活動に取

り組んでいただいた「ひとり 1 事業」の実施状況です。 
 

No. 推薦団体等 実施日 概  要 

1 東地区自治振興会 通 年 

・11 月 8 日 簡単料理教室 
15 人参加（うち男性 7 人） 

・2 月 1 日 地区交流イベント「仲間と

レクレーション」 
108 人参加 

2 西地区自治振興会 6 月 7 日 免疫力アップ講座 56 人参加  

3 南地区自治振興会 通 年 
「いっしょの会」発足周年企画 
・20 周年記念誌 発刊準備 

4 
坂口地区うららの町づ

くり振興会 
11 月 8 日 

防災訓練 
約 100 人参加 

5 王子保地区自治振興会 12 月 13 日 
Men’s クッキング「そば打ち体験」 
15 人参加 

6 花筐自治振興会 7 月 23 日 ラジオ体操講座 21 人参加  

7 岡本地区自治振興会 2 月 22 日 
防災イベント「防災おもちつき」 
140 人参加 

8 ふくま振興会 
10 月 4
日 

健康講座 30 人参加 

9 武生商工会議所 11 月 25 日 
｢相手の心を動かす 簡単対話術」講演

32 人参加 
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10 株式会社アイシン福井 3 月 19 日 
・社内で生理痛体験 
女性社員を部下に持つ上司など約 40 人 

11 越前市社会福祉協議会 通 年 

・組織内、職員間の取組み 
（性別による役割分担がなくす環境

整備、育児・介護休暇の周知) 
・事業としての取組み 
（児童センターで男女共同参画に関

する講座の開催） 

12 
NPO 法人男女平等推

進協会えちぜん 
通 年 

・8 月 23 日「家事トーク!」開催 30 人 
・12 月 6 日「しごトーク」開催 15 人 
・3 月 7 日「家事トーク」開催 20 人 

                   
 


